
   

 

 

 

 

平成３１年１月２１日 

国土交通省中部地方整備局 

 

平成３０年度 手づくり郷土
ふるさと

賞（国土交通大臣表彰)の認定証授与式を開催！ 

～「伊勢河崎・町並みと川を生かしたまちづくり」が大賞部門に認定されました～ 

 
 

国土交通省では、社会資本と関わりをもつ地域づくりの優れた取組を「手づくり郷土
ふるさと

賞」 

として表彰しております。 

 

■平成 30 年度 手づくり郷土
ふ るさ と

賞（大賞部門）  認定証授与式 

受賞案件名 
伊勢河崎・町並みと川を生かしたまちづくり 

～伊勢河崎商人館を核とした暮らしのデザイン～   

受 賞 団 体 特定非営利活動法人 伊勢河崎まちづくり衆 

認定証授与式 

 

 

日    時 ： 平成３１年１月２８日（月） 10：00～10:30    

場    所 ： 伊勢市役所 本館２階 市長応接室 

三重県伊勢市岩渕 1 丁目 7 番 29 号 

出席予定者： 特定非営利活動法人 伊勢河崎まちづくり衆 

伊勢市長、中部地方整備局長 

添付資料：資料１ 受賞案件及び団体の概要  

 

 

配布先 ：中部地方整備局記者クラブ、三重県政記者クラブ、伊勢市記者クラブ 

 

※別途、２／７（木）に美濃市役所において「手づくり郷土賞（一般部門）」の認定証授与式を 

開催いたします。詳しくは１／３１（木）に記者発表いたします。 

 

   〔問合せ先〕中部地方整備局企画部企画課 建設専門官 中島 康支、係長 前田 千 

TEL ０５２－９５３－８１２７  FAX ０５２－９５３－８２９４ 



「伊勢河崎商人館」は江戸時代、お伊勢さ

んへの参拝客でにぎわう伊勢の台所といわれ

た勢田川沿いの問屋街河崎において、３００

年以上続いていた酒問屋を保存･活用するため

に修復した施設で活動の拠点となっています。

また、河崎に住む人々と訪れた人々の交流拠

点としての役割を果たす場としても開放して

おり、住民とともに河崎のにぎわいを創出し

ています。

勢田川は伊勢市の中央部を流れる全長７キ

ロ余りの一級河川であり、江戸時代から伊勢

神宮への参宮客へ物資を供給する水運の要と

なっていました。その勢田川から見える景観

保全等のため、明治の蔵を修復して「河崎・

川の駅」を整備し、そこを発着場とした木造

船「みずき」が運行されています。

伊勢河崎･町並みと川を生かしたまちづくり
～伊勢河崎商人館を核とした暮らしのデザイン～

－第33回－ 精選 手づくり郷土賞

勢田川の河川改修工事で川沿いの景観が大

きく変貌していくなか、町中に多くの歴史的

建造物が残っていたことに気づき、水運で栄

えた景観の風情とともに町全体の景観保全に

取り組むことになりました。この保全活動を

契機に地域の歴史文化を見直し、地域文化財

として歴史的な町並みや町家・土蔵は貴重な

地域資源であり、まちづくりに生かそうとい

う機運が醸成されていきました。

活動は伊勢河崎商人館を拠点とし、町並み

保全、空家･空蔵の保存活用、だいどこ市・河

崎商人市の開催によるにぎわい創出、勢田川

を生かしたまちづくりを展開しています。

河崎の古民家や蔵に残っている古文書の整

理・展示を学生学芸員と連携して実施し、そ

こから新たな話題を提供するなど、新たな価

値と魅力を生む独創性のある活動を進めてい

ます。

伊勢河崎商人館

①社会資本の概要

②取組の背景、取組概要と創意・工夫

空家のリノベーション

勢田川と河崎の景観 河崎･川の駅

だいどこ市 古文書の整理

資料１



商いの場として伊勢河崎商人館の３棟の蔵を

「商人蔵」という店舗として整備し、その蔵の中

に２０ブースが出店しており、その中には、カ

フェも開業するなど、歴史的な建造物を活用した

取り組みにより、多くの観光客が訪れ、にぎわい

が創出されています。また、「だいどこ市」は平

成１４年から１８３回開催、「河崎商人市」は平

成１３年から１８回（年１回）開催しており、毎

年数千人の来場があります。

◆所在地

三重県 伊勢市

◆活動主体及び連絡先

特定非営利活動法人 伊勢河崎まちづくり衆

（0596-22-4810）

http://www.isekawasaki.jp/machisyu/

◆対象となる社会資本

伊勢河崎商人館、一級河川 勢田川、河崎･川の駅
※管理者：特定非営利活動法人伊勢河崎まちづくり衆、

国土交通省中部地方整備局 三重河川国道事務所、
伊勢市

特定⾮営利活動法⼈ 伊勢河崎まちづくり衆

三重県 伊勢市

＜受賞者＞

特定非営利活動法人

伊勢河崎まちづくり衆

理事長 高橋 徹

＜コメント＞

勢田川沿いの景観保存運動から始まった
河崎のまちづくりは伊勢河崎商人館の整備
を契機に活動を深め、平成22年に一般部門

を受賞。その後も商人館の運営を核として
歴史資源を生かした様々なまちづくり事業
を展開してきました。大賞を受賞できたの
は継続の賜であり、今後も歴史文化の息づ
くまち河崎をデザインし、次世代に繋いで
いく活動に努めます。
＜活動内容＞

・河崎地区の町並み保全活動
・河崎地区の歴史的町家・土蔵の保存活用事業
・商いのまちを継承したまちづくり活動
・伊勢河崎商人館の運営を核としたｺﾐｭﾆﾃｨの醸成
・河崎の歴史文化を育む勢田川を活かしたまちづくり

＜活動の経緯＞
・平成11年 NPO法人として設立
・平成14年 伊勢河崎商人館開館
・平成22年 手づくり郷土賞（一般部門）受賞
・平成27年 HP･ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ･山田羽書展示等ﾘﾆｭｰｱﾙ

伊勢河崎商人館の茶道の流派である裏千家ゆか

りの茶室を生かし、茶会の開催誘致を行い、百人

規模の茶会を開催しています。また、地元醸造所

の協力を得て、商人館ゆかりの１００年以上前の

サイダー「エスサイダー」の容器、ラベル、味を

再現した復刻を行い、商品化・販売して好評を得

ています。また、ホームページを大きくリニュー

アルし情報発信の強化も行っています。

④前回受賞時からの活動の発展内容

③活動の成果や波及効果等 喜びの声

商人蔵 河崎商人市

伊勢市駅

旭公園

有緝幼稚園

三重県立
伊勢工業高等学校

伊勢市立有緝小

伊勢川崎郵便局

伊勢河崎商人館

河崎
河崎･川の駅

勢田川

船江

神久
宮後



国土交通大臣表彰 「手づくり郷土賞」とは

地域の個性・魅力を創出し、良質な社会資本及びそれと関わりをもつ優

れた地域活動を広く募集・発掘し、これらを全国に広く紹介することにより、

個性あふれ活力ある郷土づくりに資することを目的として、昭和６１年度に

創設された国土交通大臣表彰制度。平成３０年度で３３回目。

委員長 鈴木 伸治 横浜市立大学国際総合科学部 教授

委 員 河野 まゆ子 株式会社ＪＴＢ総合研究所 主席研究員

委 員 関 幸子 株式会社ローカルファースト研究所 代表取締役

委 員 田中 里沙 事業構想大学院大学 学長

委 員 平野 龍平 富士急行株式会社 社長室アドバイザー

委 員 福井 恒明 法政大学デザイン工学部 教授

手づくり郷土賞選定委員会（平成３０年度）

有識者からなる手づくり郷土賞選定委員会により、幅広い観点から審査し

選定します。

◆手づくり郷土賞の概要

◆手づくり郷土賞選定委員会

【一般部門】
はじめて「手づくり郷土賞」の受賞を目指す団体から表彰

【大賞部門】
過去に「手づくり郷土賞」を受賞し、その後の活動が拡充した団体を表彰

（参考） 平成30年度手づくり郷土賞応募要領は以下のURLをご参照ください。
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/tedukuri/entry/boshuu/bosyu.pdf

参考資料
ふ る さ と

（敬称略）
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